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自閉スペクトラム症 (ASD) と注意欠如・多動症 (ADHD) は, 病態機序が異なる疾患と考え

られてきた. しかし両者の特徴をもつ症例が少なからず存在する. ASD 患者の多くは ADHD 患

者と同様の注意障害を示し, ADHD 患者は自閉症症状を呈することも多い. 田中らは, 自己記

入式評価尺度を用いて ASD と ADHD 臨床症状の比較をした.  

自己記入式評価尺度として, 自閉症スペクトラム指数 (AQ) と自己記入式のコナーズ成人

ADHD 評価スケール (CAARS) を用いた. ASD 30 名, ADHD 31 名と精神科通院歴がない定型発達

成人 32 名を対象とした.  

AQ は, ASD 群で最も高く, 定型発達群, ADHD 群に比べて有意に高かった. ADHD 群において

も, 定型発達群に比べて有意に高かった. CAARS も ADHD 群で最も高く, ASD 群においても定

型発達群に比べて有意に高かった.  

両疾患は臨床症状が類似することが多く, 診断を困難にさせる. さらに双方の疾患特性に

関して生活歴や現病歴の聴取、診察時の現症から検討を進める必要がある. 

 

本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
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